
加西市ＤＸ推進計画 概要版

第６次加西市
総合計画

加西市ＤＸ推進計画

デジタル化
推進を具体化

加西市に最適な
ＤＸを実現

（令和３~７年度）

１ 計画の位置づけ

２ 基本理念

デジタルが創る
新しい日常

各検討チーム

ＩＣＴ
担当者

デジタル戦略課
（ＤＸ推進担当）

ＤＸ推進委員会
委員

Ｄ
Ｘ
推
進
検
討
チ
ー
ム

各
課

各検討チーム

ＣＩＯ兼委員長（副市長）

３ 推進体制

１くらしにつながる市民
サービスの利便性向上

２地域社会の次代を拓く豊
かな活力の創造

３デジタル時代を支える行
政基盤の強化

３つの基本方針を基に１３の取組事項
を掲げ、計画を実行していきます。

(１) 行政手続きのオンライン化
(２) 窓口手数料のキャッシュレス化
(３) 新たなサービスの創出
(４) マイナンバーカードの普及促進

市民・
事業者
を対象

市職員
を対象

(５) 未来を拓く人材の育成
(６) 地域社会のデジタル化
(７) データの公開と活用
(８) デジタルデバイド対策

(９) 自治体情報システムの標準化
(10) 情報セキュリティ対策
(11) 業務の効率化・ペーパーレス化
(12) AI・RPAの利用促進
(13)テレワークの推進

13
項
目
の
取
組
事
項

４ 取組事項

マイナンバーカード

各種オンライン決済

予約

マイナンバーカードでログイン

オンラインで支払い

予約

申請

手続き

マイナンバーカードで本人認証

オンラインで支払い

通話

オンライン相談 チャット相談

相談

問合せ

ＡＩチャットボッ
トが質問に回答

窓口支払

市役所窓口でのキャッ
シュレス支払い

基本方針１「くらしにつながる市民サービスの利便性向上」
スマートフォンを中心としたデジタル市役所窓口のイメージ

取組事項4

取組事項1

取組事項2

電子書籍の貸出やデジタ
ルミュージアムなどの新
たなデジタルサービス

新たなサービス

取組事項3

また、自治体ＤＸ推進計画にお
いて国が示す目指すべきデジタ
ル社会のビジョンを実現するた
め、加西市において最適なＤＸ
を実現するための計画とします。

加西市ＤＸ推進計画は、令和７
年度までの５年間の計画とし、
適宜見直しを行っていきます。

加西市ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）推進計画は、第
６次加西市総合計画において、デジタル技術を活用したまちの活性化
や業務の効率化を見据えたＤＸの推進が求められていることを受け、
加西市の具体的なＤＸの取組にかかる計画を策定するものです。

新型コロナウイルスの感染拡大をきっかけとした新
しい生活スタイルを見据え、デジタルにより効率的
で多様性のある社会をつくり、それらがくらしに溶
け込み当たり前のようにある、デジタルが創る新し
い日常を実現していきます。

ＣＩＯ兼委員長を副市
長とした、加西市ＤＸ
推進委員会を本計画の
決定機関とし、各課に
ＩＣＴ担当者を配置す
るとともに適宜検討
チームを構成し、具体
的な取組の検討を行い
ます。

自治体DX
推進計画

加西市ＤＸ
推進委員会

生活をより便利にする
くらしにつながる
デジタル窓口

スマートフォン



取組事項７ 取組事項８

基本方針２「地域社会の次代を拓く豊かな活力の創造」
加西市が目指すスマートシティ型まちづくりのイメージ

基本方針３「デジタル時代を支える
行政基盤の強化」各取組事項

行政の効率化を推進するため、国が整備
を進める共通的なシステム基盤・機能
「ガバメント・クラウド」の活用を進め
ていきます。

自治体情報システムの標準化 取組事項９

情報セキュリティ対策 取組事項10

AI・RPAの利用促進 取組事項12

テレワークの推進 取組事項13

業務の効率化・ペーパーレス化 取組事項11

国が示す三層の対策等によりシステムセ
キュリティを確保するとともに、加西市
情報セキュリティポリシーの更新等によ
り、人的なセキュリティも含めた対策を
行っていきます。

ＡＩ（人工知能）やＲＰＡ（ソフトウェ
アによる定型作業の自動化）を活用し、
業務の効率化や行政サービスの向上に繋
げていきます。

災害発生時や感染症の感染拡大期など、
非常時の業務継続性を確保し、職員の
ワークライフバランスの観点も含め、テ
レワークを推進していきます。

業務のペーパーレス化を図るとともに、
業務手順の再設計（ＢＰＲ）を含めた業
務の効率化を進めていきます。

これからの新しい技術を活用したまちづくりに必要な、デジタル時代に対応する人材を育成しながら、地域の心豊かな暮らし
と活力を創造し、より便利で安心して住み続けられるまちづくりを進めていきます。

また、産業や農業、観光等の活性化を加速するとともに、市民が主体的に参画してまちの課題を解決し新たな価値を創出して
いく「スマートシティ」型まちづくりを推進していきます。

自治

防災

交通

観光

健康・
福祉

心ゆたかな
暮らしと
活力の創造

産業

医療

農業

教育

環境

幼児期から生涯
にわたる学びの
環境づくり

ゼロカーボンや
エネルギー利活
用に関するデジ
タル技術の活用

自治会・市民の連絡
手段のデジタル化に
よる利便性向上など

遠隔診断システムの
導入推進など

ドローンやセン
シング技術を用
いたスマート農
業の推進

地域企業のＩＣＴ、
ＩｏＴ化による生産
性の向上やデジタル
地域通貨を用いた地
域の活性化など

スマートフォンや
ビッグデータを活用
した健康管理や健康
増進の支援など

ＡＲ（仮想現実）や
行動データ分析など
を活用した新たな観
光事業の推進

バスロケーショ
ンやデマンド予
約など地域交通
の利便性の向上

災害情報のパーソナル
配信や災害時の情報共
有・可視化の推進

取組事項５

移動手段
をより便
利に

交流人口
の増加

健康寿命
の延伸

地域産
業の活
性化

持続可能
な農業

環境への
負担低減

安心で高度
な医療

人生100年
時代を豊か
に生きる 生命を

守る

暮らしや
すい地域
づくり

情報弱者への支援
と格差の解消

各分野でのオープンデータ、
ビッグデータの活用

地域社会のデジタル化
市民の主体的な参画による、心豊かな暮らしと活力

のある持続可能なまちづくりの推進

取組事項６

心豊かな
暮らしと
活力の創造

デジタル時代を支える、未来を拓く人材の育成


